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他者がある表情を したときに、それ を観察 しているヒ トはつい同 じような表情をすること(表情伝染)が 知 られ
ている。 このような表情伝染 は、視覚的にはっき りと観察できるばあいもあるが、ヒ トでは筋電 を測定 して、顕在
化 しない表情パ ター ンとして示 されることが多い。
チンパンジーの 「あくび」が伝染する との報告があるが、サルでの表情伝染の報告はまだない。 ヒ トと同じよ う
に、行動 として観察 され なくても筋電のレベルで表情が伝染 している可能性 がある。そのことを検討す るために、
サルをモンキーチェアに固定し、表情伝染が生 じるかを検討 した。
H23年度は予備的な研究 と位置づけ、まずサル をモンキーチェアに座 らせ る訓練 と、筋電用電極 の馴致 を行っ
た。その ことと平行 して、刺激 として提示す るためのサルの表情を撮影 した。 しか し、飼育ケージ内では光量が足
らず顔が暗くなることや、正面を向いた表情表出の場面を うま く撮影できないことがあきらかになった。そこで、
ある表情 と中性顔 のモー フィングによ り表情表出の動画の作成を している。さらに、より自然な表情が表出され る
野外のサルの表情を撮影 し、刺激用に加 工を行った。
次年度以降、これ らの刺激 を用いて、モンキーチェアで安定 してモニタを見 られ る個体か ら、他個体の表情観察
時の筋電を測定する予定である。
D-5マハ レのチンパ ンジーの狩猟 肉食行動 に関す る多角的分析
保坂和彦(鎌 倉女子大 ・児童)所 内対応者:MAHuffman
今年度は、故西 田利貞博士、中村美知夫博士(京 大野生動物研究センター)か ら提供 されたマハ レ山塊(タ ンザ
ニア)の チ ンパ ンジーの狩猟肉食行動資料を整理 し、Hosakaetal.(2001)以降、更新 されていない1996年度調査以
降のデータの共有作業を進 め、成果公表に向けて打 ち合わせた。完成 までに、さらに複数の共同研究者にデータ提
供の依頼 を行 う必要がある。西 田博士が逝去 したため、提供 されたデータについて本人に問い合わせ ることが不可
能 とな り、博士が遺 したフィール ドノー トの一部読み直 しを行 う必要が生 じた。これ らの作業は次年度テーマにお
いても継続する必要がある。今の ところ明 らかにな りつつある事実は以下の通 りである。① アカコロブスが獲物 と
なる頻度及び割合は1990年代後半か ら大きく変わっていない。②近年、ゴンベやキバ レのチ ンパ ンジーについて
狩猟行動の研究 を発表す る研究者は、 「チンパ ンジーの大人雄が肉分配を政治的に利用す る」とい う仮説に疑念 を












D-7類人 猿 の糞尿 を用 いた新 た な生理 指標 の評 価法 の 開発
清 水慶 子(岡 山理科 大 ・理学 部 ・動物 学科)所 内対応者:橋 本 千絵
糞尿 中ホルモ ン測 定法 を類 人猿 お よびマ カ ク属サ ル の雄 ・雌 の繁殖 状態 の推 定お よび性 成 熟度 や老 化 の程度 の
推 定 に応 用 す るた め、性腺 お よび 副腎皮 質 由来 のス テ ロイ ドホル モ ンにつ いて、二抗 体酵 素免 疫測 定法 に よ る測 定
系 の 開発 お よび そ の検討 を行 っ た。加 えて、実際 に類人 猿 お よびマ カ クの糞尿 を用 い、 これ らの測 定 におい て至 適
の保 存 条件 や抽 出条 件 を決 定す るた め様 々な方 法 を試 み た。 これ らの結 果、 これ ま でに 申請 者 らが確 立 した性 腺 由
来 の プ ロゲス チ ン、エ ス トロゲ ン、ア ドロゲ ン、 ゴナ ド トロ ピンの 二抗体 法酵 素免 疫測 定法 に加 え、副 腎 由来 のア
ン ドロス テ ンジオ ン、デ ヒ ドロエ ピア ン ドロステ ンジオ ン につい て の測定 法 を確 立す るこ とがで きた。す な わ ち、
糞 尿 中プ ロゲ スチ ン、エス トロゲ ン、ア ン ドロゲ ン、ア ン ドロステ ンジオ ンお よび ゴナ ド トロ ピン濃 度 測定 に よ る
性 別お よび性 成 熟度 推定 、卵 胞発 育や 黄体 形成 、排 卵や 妊娠 の確認 が可能 とな った。
さ らに本 年度 は ス トレス 関連 ホルモ ンにつ いて も糞尿 を用 い た測 定法 を確 立 した。 また 、 これ らの方法 を用 い
て、飼 育下マ カ ク属 サル の糞 お よび尿、対応者 が採 取 した 野生 チ ンパ ンジー の糞 お よび尿 中のホル モ ン量 を測定 す
る こ とが で きた。 ま た、野外 にお ける糞尿 の採 取法 、保 存方法 の改 良、抽 出条件 の検討 をお こな い、冷蔵 、冷凍 設
備 の確保 で きない野 外 にお いて得 られ た サ ンプル か ら もホル モ ン代謝 産物 測定 可能 な方 法 を考案 した。現在 さ らに
精 度 向上 のた め に検 討 を行 って い る。
D-8ニホンザルにおける血管機能 に関す る研究
田和正志,岡 村富夫(滋 賀医大 ・薬理学)所 内対応者:大 石高生
低酸素あるいは再酸素下では、一酸化窒素(NO)供 与体による冠状動脈拡張作用が減弱 しているが、 これ らの
状況がNO自 身に影響 を及ぼ しているのか、それ ともそのシグナル経路に影響を及ぼしているのかについては不明
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